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令和５年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業評価報告書 

 

 

 令和５年６月29日付け地政第363号をもって交付の決定の通知を受けた石油貯蔵施設立地対策

等交付金に係る交付金事業の成果の評価について鹿児島県石油貯蔵施設立地対策等交付金交付

要綱第９条の規定により、別紙のとおり報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



別 紙 

 
１．事業評価総括表 

番号 

 

交付金事業の名称 

交付対象都道府県

又は市町村その他

の者の名称 

交付金事業に要

した費用（千円） 

交付金充当額 

（千円） 
備 考 

 

１ 

 

 

消防用ホース購入事業 

 

南大隅町 

 

６１６ 

 

５００ 

 

 

 

 

     

（百円の位を切り上げ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業評価個表 

番号 交付金事業の名称 

１ 消防用ホース購入事業 

交付対象都道府県又は市町

村その他の者の名称 
南大隅町 

交 付 金 事 業 実 施 場 所 
南大隅町根占山本7080番地5（宮田分団８本） 

南大隅町佐多馬籠932番地9（大泊分団８本） 

交 付 金 事 業 の 概 要 消防用ホース16本を２分団に配備 

総 事 業 費 （ 千 円 ） ６１６ 交付金充当額（千円） ５００ 

交付金事業の成果及び評価 

本町では１本部、11分団で団員207名と南部消防署で、石油貯蔵

施設に接する山間部から錦江湾に至るまでの地域と6,342人の住

民の生命財産をまもるために防火予防対策に努め不測の事態に備

えている。 

平成18年３月15日には、石油備蓄基地所在地の肝付町を含む（１

市４町１組合）で大隅肝属地区消防相互応援協定を結び、相互間

の災害防止等の協力体制を確立している。 

 また、一層の消防力の向上を図るため、本町の『消防団施設整

備更新計画』に基づき年次的に消防施設の整備を図っている。 

その中で、本町の各分団に配備している消防用ホースは、経年

劣化しているホースも多く、穴のあいたホースもあることから、

消火時における安全性、・機能性に欠けるものである。 

このことから消火活動の向上を図るためにも、安全性・機能性

の高い消防用ホースを年次的に導入する必要があり、今年度、２

分団の消防車両に搭載しているホース16本の更新を行った。 

令和５年11月以降の配備後、迅速且つ円滑な消火活動を行うこと

ができ、消防力の強化が図られ、地域住民の生命・財産等の安全

確保に資するものと評価する。 

 

交付金事業の実施に伴い締結された売買，賃借，請負その他の契約 

 
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（千円） 

消防用ホース16本購入 随意契約 有限会社イズミ商事 ６１６ 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

特に予定なし 

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方 

事業は本年度で完了 

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定なし 

注 

１ 事業ごとに作成すること。 

２ 番号の欄には，事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。 

３ 交付金事業の成果及び評価の欄には，出来る限り数値を用いた成果及び評価を記載すること。 

４ 契約の方法の欄には，一般競争入札，指名競争入札，随意契約の別を記載すること。 

５ 成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無の欄については，第三者機関を活用した場合にあっては，第三者機関の名

称及び構成員等を記載すること。 

６ 本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については，来年度以降の本事業の事

業の見通し等について記載すること。 


